
款 項 目

3 1 3

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

- 

合計 2,379 0 0 0 2,379 100%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

100%

介護老人福祉施設運営補助 1,829 0 0 0 1,829 100%

高齢者福祉事務 550 0 0 0 550

事業内容

●全体計画
・高齢者福祉計画及び介護保険事業計画に則り適正に事業の運営を行う。

●主な事業内容
・高齢者福祉事務全般
・高齢者実態調査の実施
・高齢者保健福祉事業推進委員会を開催し、事業の進捗について協議する。。
・介護保険事業計画に基づくサービス給付を満たすため、特別養護老人ホーム敷地賃借料の一部を補
　助し、安定した運営を支援する。

●主な予算の内訳
・高齢者福祉事務費              550千円
・特別養護老人ホーム運営補助  1,829千円

事業の目標 高齢者福祉に係る事務を円滑に実施している。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

老人福祉費 111

施策事業名 高齢者福祉総務

事業目的 高齢者福祉事業に係る事務の効率化を図る。

令和３年度　予算説明書

予算 部局名 健康福祉部

課　名 高齢者支援課
予算書(P)目名



款 項 目

3 1 3

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

- 

合計 34,848 1,529 0 0 33,319 96%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

100%

 - - - - - - - 

シルバー人材センター運営支援 22,502 0 0 0 22,502

100%

老人クラブ活動支援 6,178 1,529 0 0 4,649 75%

生きがい支援 6,168 0 0 0 6,168

事業内容

●全体計画
・高齢者の自主的な生きがいづくりや健康づくりを支援し、生き生きとした高齢社会の実現を目指
す。

●主な事業内容
・敬老事業を実施することで、高齢者の交流の場を提供するとともに、高齢者の長寿を祝う。
・老人クラブが行う事業に対し助成することで、高齢者の社会活動の促進と自立を支援する。
・シルバー人材センターの安定した運営を支援し、健康で働く意欲のある高齢者が、その経験や能力
　を活かす機会を確保する。

●主な予算の内訳
・敬老記念品                       2,200千円
・75歳のつどい開催費               3,708千円
・老人クラブ助成金                 3,887千円
・シルバー人材センター運営費補助  22,502千円

事業の目標
培ってきた知識や経験を生かしながら高齢者が社会活動に参加しており、高齢者が地域で大切にさ
れ、生きがいを持って暮らしていける。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

老人福祉費 111

施策事業名 高齢者生きがい支援

事業目的 高齢者の生活を健全で明るい豊かなものにし、高齢者福祉の増進を図る。

令和３年度　予算説明書

予算 部局名 健康福祉部

課　名 高齢者支援課
予算書(P)目名



款 項 目

3 1 3

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

令和３年度　予算説明書

予算 部局名 健康福祉部

課　名 高齢者支援課
予算書(P)目名

老人福祉費 113

施策事業名 高齢者生活支援

事業目的 日常生活に関する支援が必要な高齢者に支援を行うことで、在宅での生活が継続できるようにする。

事業内容

●全体計画
・支援が必要な高齢者及びその家族に日常生活の援助を行う。

●主な事業内容
・認知症高齢者等が事故を起こした場合の補償をする保険への加入のとりまとめ
・決められた日に利用者宅へ電話を掛けることで行う安否確認
・虚弱な高齢者の方の緊急事態に対応するための通報装置の貸し出し
・在宅で要介護者を介護する方への手当の支給
・在宅で要介護者を介護する方への介護用品の支給
・高齢者の外出機会を増やすためのタクシー料金の助成
・難聴により閉じこもりとならないよう高齢者の補聴器購入費用の助成

令和3年度より認知症高齢者等個人賠償責任保険事業及び高齢者補聴器購入助成事業を新たに実施

●主な予算の内訳
・認知症高齢者等個人賠償責任保険      120千円 ＜新規＞
・ひとりぐらし老人安否確認事業      1,376千円
・緊急通報システム貸与事業            462千円
・在宅要介護者介護手当支給事業     17,280千円
・高齢者介護用品支給事業            2,040千円
・高齢者タクシー料金助成事業        9,555千円
・高齢者補聴器購入助成事業            200千円 ＜新規＞

事業の目標
高齢者世帯や独居高齢者が増加しているなか、安心して在宅生活の継続ができる支援策が揃えられて
いる。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

100%

 - - - - - - - 

高齢者生活支援 33,624 11 0 120 33,493

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

合計 33,624 11 0 120 33,493 100%

 - - - - - - 



款 項 目

3 1 3

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

令和３年度　予算説明書

予算 部局名 健康福祉部

課　名 高齢者支援課
予算書(P)目名

老人福祉費 113

施策事業名 介護保険特別会計繰出金

事業目的
介護保険特別会計に市の法定負担とされる経費を繰り出し、介護保険事業の経営基盤を強化し、運営
の健全化を図る。

事業内容

●全体計画
・介護保険事業の健全な運営を図るため、介護保険特別会計に繰出金を支出する。

●主な事業内容
・介護給付費、地域支援事業費及び低所得者保険料軽減負担金に対する法定負担分と保険料で賄うこ
　とができない事務費用を、一般会計から介護保険特別会計に繰出金として支出する。

●主な予算の内訳
・介護給付費                613,266千円
・地域支援事業費             52,132千円
・低所得者保険料軽減負担分   51,000千円
・事務費                     43,802千円

事業の目標
介護保険事業の安定した運営により、被保険者が安心して介護を受けられる環境の整備と存続が果た
される。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

95%

 - - - - - - - 

介護保険特別会計繰出金 760,200 38,250 0 0 721,950

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

合計 760,200 38,250 0 0 721,950 95%

 - - - - - - 



款 項 目

3 1 3

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

- 

合計 56,696 0 0 3,232 53,464 94%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

94%

 - - - - - - - 

老人保護措置 56,696 0 0 3,232 53,464

事業内容

●全体計画
・高齢者の健康保持及び生活の安定を実現する。

●主な事業内容
・居宅において養護を受けることが困難となった措置が必要な高齢者を把握し、老人ホーム入所判定
　委員会の結果により入所措置を実施する。
・要介護（要支援）認定を受けていない高齢者のうち、家族等の都合で一時的に養護できない場合に
　短期間の入所サービスを提供する。

●主な予算の内訳
・入所者措置費    55,235千円
・短期入所事業費     849千円

事業の目標 独居老人、要援護者等への地域福祉体制を整える施策として有効に機能している。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

老人福祉費 113

施策事業名 老人保護措置

事業目的
環境上、経済的理由により居宅において生活することが困難となった高齢者を保護施設（養護老人
ホーム等）に措置し、安定した日常生活を送れるようにする。

令和３年度　予算説明書

予算 部局名 健康福祉部

課　名 高齢者支援課
予算書(P)目名



款 項 目

3 1 5

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

令和３年度　予算説明書

予算 部局名 健康福祉部

課　名 高齢者支援課
予算書(P)目名

老人福祉施設費 115

施策事業名 高齢者福祉施設管理

事業目的
高齢者福祉施設を適正に管理・運営し、教養活動やレクレーションの活動の場を提供することで、高
齢者の心身の健康増進を図る。

事業内容

●全体計画
・高齢者福祉施設を適切に運営及び維持管理することで、安全で快適な施設利用の促進を図る。

●主な事業内容
・施設の管理運営、維持管理の実施

●主な予算の内訳
・高齢者福施設管理費       21,461千円
・福祉活動センター管理費    4,671千円
・維持補修工事費            4,541千円

●その他
・施設一覧
　老人福祉センター（羽黒老人福祉センター、南老人福祉センター、楽田老人福祉センター）
  老人憩の家（東部老人憩の家、前原老人憩の家、内田老人憩の家、五郎丸老人憩の家、
　　　　　　　池野老人憩の家）
  高齢者活動センター（高齢者活動センター、南部高齢者活動センター
  福祉活動センター

事業の目標 仲間づくり、社会参加の機会を確保することで、高齢者の生きがいが創出される。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

98%

高齢者福祉施設営繕 4,541 0 0 0 4,541 100%

高齢者福祉施設管理 21,461 0 0 358 21,103

77%

 - - - - - - - 

福祉活動センター管理 4,671 0 0 1,079 3,592

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

合計 30,673 0 0 1,437 29,236 95%

 - - - - - - 



Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

令和３年度　予算説明書

部局名 健康福祉部

課　名 高齢者支援課
予算書(P)特別会計名

385

施策事業名 介護保険事業

事業目的
高齢者が地域で安心して暮らしていけることを目指すとともに、いつまでも自立した生活を送れるよ
う支援する。

介護保険特別会計

事業内容

●全体計画
　第8次犬山市介護保険事業計画（令和3年度～令和5年度）に基づいて、介護保険事業を適切に運営
する。

●主な事業内容
　被保険者の資格管理、保険料の算定、賦課、要介護認定、介護給付、地域支援事業等の事業を実施
する。

●主な予算の内訳
　介護保険給付費事業　　4,906,129千円
　地域支援事業　　　　　　342,750千円
　その他事業　　　　　　　126,850千円
　・総務費　　　　　42,928千円
　・諸支出費　　　　　 882千円
　・予備費          83,037千円
　・その他　　　　　　　 3千円

●その他
　関係する法令、条例等
　　介護保険法、犬山市介護保険条例

事業の目標
　被保険者が要介護状態になることを予防するとともに、要支援・要介護状態になった場合に、その
有する能力に応じ自立した生活を営むことができるよう必要な介護予防・介護サービスに係る給付を
行う。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

26%

地域支援事業 342,750 151,408 0 108,044 83,298 24%

介護保険給付事業 4,906,129 1,717,144 0 1,937,920 1,251,065

65%

 - - - - - - - 

その他事業 126,850 2 0 43,809 83,039

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

合計 5,375,729 1,868,554 0 2,089,773 1,417,402 26%

 - - - - - - 


